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　2． 対 象お よび IgE−RAST の 測定
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自家
’
1製　F・xanth ・　disc　a：　IgE・RAST 　score 　21）

T

．−i二 の 匡昜

性老 は 9 名 （53タ6）， Pha ・macia 社製 の wasp に 陽性 で

あ っ た の は 3 名 （18％つ で あ ．
っ た． 両 者 の IgE−RAST

　瀦 L 　ミ ツ ’ミ チ 毒 の デ ィ ス ク を 用 い tc　IgE ・RAST
inhibition．

　 各 inhibitor の 記 号 は 1∫くの と お り ： bee 、
・
en 。 m

c1〉　；bGε　venon ユ　sac 　　O 　；　bee　wh ⊂〕！e　body　　●　；　It．
xa ・th・　ven ・ m 謝 ロ ；　 ｝

’，　Pu〜ch ・ a 　 ・
・
e ・1・ M ・ac 歐 ヒ

1・wisii ・ ・ n 。 m 　 sa ・ E！； P ．畆 V ・ ・  m ・a ・ △ ； P．
．iad．　venom 　sac ▲ ，
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　〜欠に 各種類の venom 　sac 　extracts を 用 い て，bee　venom

disc，　 F．　 x砌 tft，　 venom 　 s．ac 　 extract 　 discで RAST 　inhibi−

tlon を 彳J
’．

っ た結 果 を 黶 i ，　図 2 に 示 し た．　1｝ee 　venorn

disc に 対 し て Yespta，　UesPa，　Palistesな どは 30−50鰓 で

も 50％ inhibit沁 n に 達 し な か っ た （図 正）．．一
ソ丿 lf．

xanth ．　 disc　｝二対 し
一
（壱ま5096　inhibition　｝よ　V．　xanth ，　1．O

ノ且g ，　V．　ieet・！」ii　ユ，1flg
，　μ．　 Porlchra　1．3x10Pg ，　P ．　anl ．

1．5xiOsig で あ ．．，た が ，
　 P ．．綱 ．と bee て け それぞ能
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図 ？．、キ イ ワ ．・ヘ ズ メ バ チ 毒 の ラ
s

イ
ス ク を 用 い た

IgE 幽RAST 　lnhlbitior」．

各 “
’
／1“hitor へ fひ ハ津i；11 と1・ii様 ．

ト
ω

《

庄

申
o

匸

2
ご
』一
‘
⊆皿

　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 inhibiter

　轡 3 ． ス ズ t パ チ 毒 の デ ィ ス ク 　（Pharmacla 茎｛
・

1襲） を ＃…い た IgE−RAST 　 hnhlbitien．

　 各 inhibitiorの 記 号 は 次 の と お う ： レ
ノ、　 xanth ．　 ve −

nom 　 sac 目 ； レ
’．’画 痂 ven 。 m 　 sac ∈ユ； ｝

7．〜雄 ・耐 f

whele 　 body　X ．

32μg，
】eOPtg で も5 ％ inhihiti。n に 到達 しな か っ た （図

2 ）．す なわ ち VesPa 属 の V ・xanth ・は 同 属 の Y・　PutcAta

よ り VesPuln 属 の ｝t　ieω isiiに ア レ ル ゲ ン 性 が類似 し ，

まナ：ア シ ナ ガ バ チ の 中 に は 紘 xanth ．と共通 ア レ ノし ゲ ン

性 を有す る もの （P ，　an9 ．）が 存在 す る こ とが明らか に な

っ た．

　Phar 【禰 cia ／j製 の wasp 　disc と 践 糊 仇 venom 　sac

extraCt
，
　 F．　leω isii　 venom 　 sac 　 extract お よ び 1「．　lewisii

whole 　body　 extTact と の IgE −RAST 　inhibilionの 結 果 を

図 3 に 示 し た． 5G％ inhibitlon は それ ぞれ2．4x 　10冒’μg

以下，2．3xIO −i
μ9 ，

4 ．6xi  
”

Ptg で あ り，　 Pharmacla 社

製 の wasp と 民 xanth ．J　 F．　lewisiiの 問 に 共 通 ア レ ル ゲ

ア ｛生の 存在 が示唆 さ れ た．

考 　察

　 ハ チ ア レ ル ギー
の ア レ ル ゲ ソ 診 断 お よび 減感作療法

と して 以前 で は whele 　 body　 extract 力二使用 され て い た

が，s’enom の 方が 診断面 で
9 ｝，ま た実際 に 治療 上 の 面 で

も優 れ て い た
10 ）．　 ミ ツ バ チ ｝ま 養蜂家 に よ り入工 飼 育 さ

れ て い る の で electr ｛cal 　 stimulation 法 に よ っ て 大 景 の

venom が 入 手 可 能 で あ る．現 在 ま で に hyaluronidas♂ ，

phosphelipase　An ｝
，
　 acid 　 phosphatasei7♪，

　 ailergen 　Cl ：｝
，

mellit 三nl3 丿
の 5 種類が ミ ツ バ チ の majer 　 a 藍墨ergens と さ

．れて ， ア レ ル ゲ ソ の standar 量zation が 可能 に な りつ つ

あ る．　 しか し養蜂家以外 で 実際 に
ハチ 刺鯣 を受 け る の

は ．ス ズ メ バ チ や ア シ ナ ガ バ チ な ど の 野 生 パ チ に よ る こ

と が 多い ． 野生バ チ の 場合 に は electrical 　 stimulation

法が 随用 で き な い た め venQm 　 sac を ven 。 m の 代用 と

す る 試み が な され て い る． 私達 の RAST 　 inhibition の

結果 か ら， Sigma 社製 の electrlcal 　 Slirnulation 法 に よ

る bee　venom と 自家 製 の bee　 venom 　 sac 　 ex 重ract の 間

セこ 同程度 の 　inhlbit三〇 n 　カ〜認 め ら才／，　　自家製 ’ア し／ノし・ゲ ’
ソ

が 以後 の 実験 に 使用 可能 で あ る こ とが 確 認 さ れ た ．

venom 　 sac 　 extract で は 抽 出中 に major 　 aiiergens が

失 わ れ て し ま う 可能性 が 指摘 さ れ て い る
a＞．　 しか し

Hoffman ら に ょ る ミ ツ バ チ で の 詳総な検討の 結果 で は

含有量 は ven ひm に 比較 し て少 な い が ，　 major 　 allergens

は 存在 し．て い る こ とが 証購 さ れ て い ｝5　
1e ．　 ま た 他 ｝こ IO

種類以上 の non −allergens が混入 して 1・・る こ とや ，
　 acid

ph 。 sphatase の 含有單：が極端に 少 な い
15 ）

と い う報告もあ

る，最近 MueLler らは 3 種類 の ス ズ メ バ チ で electrica1
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1060 ミ ン パ チ と 里　1 ベ チ と，・Dtl 景 ・
レ 　 デ ン 性 に つ い て

stimulatiQn 法に よ ．
，、て 得 ら れ た ・ enUm と S’eno ！u 　 sac

eXttact に つ い て enzymadc 　acrivity
，　 antigenici ：y，

　aller −

genicity な ど を比 献 L て 1 ・る 1 ． そ の 黯 果 x・enom 　ac

eXtraCt 、ま L
．
en 。m の 代用 ｝二 f り得 る こ とが 確

」1さfl　：　’
：．

　 crOSS−aller｛　ellicit 》
「
　1こ 　IL？」　し’

（；ま　　19E−RA5 ］
、
　in｝コibition

：L て ミ　 バ チ と＿ズ メ バ チ diH ，ア
・← 勹 バ チ p 科 との

胤 二共通 ア 　 ル ゲ ン
’
性 は 認 帽 り 鯨 なか 　 た．二 の 二 ．とは

M 〔il］eT ら
エ71

｝乙 よ る 　IgE−RAST 　 lnhibl亡ion の 結果 や，
Kern 　ら

ls ．
や 　Fjndlay 　ら

4，
に．よ る hls・／　arn 　ine　re ｝ease 　assa ト

・

陵 どの 針 果 と 同 様 で 广 っ た．ま≠二抗 ハチ 占 ！サ f ’血 目 を

漢 っ

」
二抗厚

！

〉析 で も両 者の 腿 に 共通抗 ∫：性 は 認 ｝ご） ら，1、．

つ ． ：い
≧9／：’：． こ の よ うに ミ ツ バ チ と ス ズ メ ．ベ チ と の 際

：二 ；よ　　cro 　3
−al ｝ergeni ⊂iLy　オ∫ よO・　cross −alltige ±）icily　ゐ〜．

圧 しな い ；ニ ミf・・う わ ら ず， lfftt の ハ チ に 吋 して 過鐵1生
一老 ア ，ix ’．池 の ハ チ に 対 L て も過敏 し で あ る こ とプ 多

い
7〕：Utl ）， 二 の 現 傷 ま多 くの 研究者 の ．■ 1て 認 め ら れ て お

り，Kc・rnK ’； ら は 、
．
enom 　 Fl　t仁か niultilac 【orial

−r
うる

の で
一

斎二こ crG ・a 亘lergenicityが あ る の
・k・

も
．
け 1 な い と

偏 L て い 際．ま
1
こ ？K 反 略を 用 い て crOSs −allergenicir

｝
’

　 存在す る とい う測
一2；

もある ． し か し Kcrn ら の c．atse

は mixed 　 venGm 　 immunorherapy を
一
量控 て お ・．擾数 r ・

ハチ 毒、二同 ｝に 慈 作 され k 可 能性 が 否定 で こ な い ．私 た

ちは こ の crOSs −alletgein
’
c1t

》
「

の 問題を解 ：羅す る t：め に ，

ス ズ メ バ チ ま た 　 ミ
’
バ チ の

一
力 に し．か魁 され て い な L・

グ ・レ
ー

フ （救記外来，士 蜂す） と両方共 に 刺 され て い る

、・L．．一一プ （営林署職 員）の 3 翫臥で 比鞍 検講 し た．そ の

際 、こ衷急 ノト来受 ／者 で 文1象 を 刺傷 5 回 未満 ，こ 限定 した の

は ，5 回 以．卜
1
こ な る と多唖の ハチ 嵜 こ対 し RAST が 陽

性 に な 猷 眞向 厂

1
．ろる か ら で あ る ， 人 同 で の IgE 抗什 比

圭 の 機序 に 瞹 し て は 不 戮 な，点ガ多 い 、い，
Nagel ら

2
艦 よジ

7
−一
　り　：广 　1・キ ソ イ　ドの 接種後iこ 咢；ナ 、臼「J　IgE　抗｛i｛tl）　［昇

吃 諾 ミム こ の 均 こは ア ト ピー’
fに9の 有彊 二は 無開係 で 1ら

っ k と戟
‘ir

し て い る ． 一チ 刺
’

毎に お い て ；t ］arge 　 l。 cal

コ
」
e
「
コCtio 【1　奚

⊇

　　S−　yS‡eTr ±jc　　reaC 匸io【1　　を 呈 　　し＿ナニ 劃i こ 祥 異口IJ　　Ig

抗 体 の「 昇 を 誌 め る 二と が 多く， こ の 龜 ズ と ア トピ
ー

因 とはe4E・ が な い とL ） 報k，． t 多 い囚幽’2 ／ ． こ の た

3 ？ ．．ね 1 ． 較 に は ア
トピー 丁因の有葺を 区別せ ず

，ハ

， 」 傷による
eifl

’ ｛ i こ者の 7 を対象と し た．その 補果

救 ＿外 来 や 責蜂家で土be巳　と　〜 、 zaspの　IgE − RAST 　sco
　 の 分 布 はそ れぞれPくO・t ）Ol ，　Pく 0 ． 05 で 天 な っ て

ると 黠諭 さ れ， 営林署 職 員 で ： よ 両 者 の 独 立
性
の 検 定

有 」差 は 羽 められ なか ． っ た ． ま ノこミツ バ チ 単 疎刺傷
と
し て養 蜂裳 ． を 馬 厂 1 の亠 1 灸 と し

た炉
， 後 日 ア ン ＃ 『 一

調立を 再 支 行い 野生 バチに 対す丿刺 傷 歴 を確認L． ．たとこ

， 39 名 中 21 名 か ら回答 が あ り そ の う ち 16 名 に

ズ メ バ チに 対 す る 刺 仰整ゐ認め ら
れ た

．
し ゐ ・し 刺 葛

x ＃2 − 3 廓 4 下が8 名， 5 回 艮 上 が 8名であり ，　 ミ ツ

チの IOC｝回以上に比 転 す イ ． 1 と IE倒 的、 こ 少な か った．二

DL．丿の車実とRASTi ‘／ h｛bi 巨 on の n コ 果 力・らbee とwaspとの

eSS − allerge −
1

沈 燐 は青

し ないもの と 争え ・〕 れる． 　・・ t チ は 如足配 駒 門，

虫網，腰翅 目に 羈 し ，そ の 種 類 ｛ 一 、
　

常 1 こ多い ． 分
類 の墓

と なる■ 一の 堂 着i と し て， 形 「 字 屑寺徴 と その 形

，
1
云 する こと ，生

態

学 的 およ び 生 押 ’  1 二 讐 性 を有
レ

こと な ど の 条件 が』 二 妄 で あ る，9 ． 床アレル ギ ー

面で1 二
の よ） な分

類よ ウも，ハチ毒の ∴只性 や cross − aller

nicity な と 、二基 づ く 分 類 の 方 が 　． り 必 要 と
肛
る．欧 米 て は こ の 万囲 O 妹 究 が 進 ん で お 』   　1 ッ

チ は か
ひ
て g く 取 近 で は ハ チ 憲 の入 手 し に く い ス ソ

o チ や アシ ナ ガ バ
チ など に つ いても粘 力的 に研 　がなされ

い る 鱒 冫鋤2 η ． 　しかし不 3vに 生息 す るハチ で の 抗 原 分 折

旨lil ： に 」丘い ，今回1：た
ちの
掛究にお い て 〔敏加属の臥・＃antfi ． はF −

@FS の｝’． 　Putcftra よ り も レ 廊 ρ 認 4 属の｝「．1ぞ

d 頭に よリァレノニデソ 性ガ 近いこと，
P
．　anta と　玩santjt ・の間 に ｛ 【

S − aHergenici1y カ：1 イ f ：在するこ と など ．・

チ 読に よ る ： ：三頚 と従来 の 形戸 、 的な屈 の兮 類 と の臣 、

！菫 異 が 認めら れた 、 今 後 は本邦で も ハ チ 海のア レ ノ L ゲ

盗 ｵ の面レ ・ ら一チ

分
歎
を．見 直 し ていく 必要 がある よう にも忌 、 われ．＿ ． 　 冖 Eこ米で 分com 置

r111 ’asp 　 veno 皿　と本邦 のF． 　xanth ． t 一 F． lewisii と の1
1 】に cross ・allergenicil ｝「力 二存在し て

た ．．二； t二とかし不邦において
善 、Pharmacia 社 製 の waSI 　 c

sc ． ， t　Tl 」 1 ］ できるものと考えられ｝：「　 ； がしスズ

ベ チ 刺 ！ ｝ 者で両著の IgE − RAST 　score の．乍が獄 立 で あっ たこと

，Pharma （：ia 茎1 製wasp 　disc のIgE ・ RAST
陽

性者（ RAST 　

ore 　 2し ［．上）は 17 名 中3名（　　fi 〆．18 　　〆 o ）て あった

セ乙 ．へ寸 L て ， 月 家 聾　 V ． xanth ， 　 disc て， 柔 9 名

53 ％ ） と 高 率であ
っ
た 二 と など か ら ， 1 「． xani

I ． に は 特異 アレ 〆レ ヶ ン性が 荏 チ 　『る こ とが 示 唆 され

， そのた

正

なアレ’・デン診活；こは慎亜でなけれ．ばならな いと想わ
｝

ナ ニ ． 結　語 　D 　

E − RAST　 inhibition 　 technique にて

nom 　sacextracz は venom の代用 と な ケう る
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SEROLOGICAL  ANALYSIS  OF  HYMENOPTERA  STING  HYPERSENSITIVITY

      I. Cross-Al]ergenicities Between  Bee  Venorn  and  OtheT Hymenoplera

                    Venoms  Common  inJapan

                              Masato  Mltsuhashi

               DePartment  of1:lediatrics, Gunma  [iniisersity, Schoel ofMedicine
                              Shusuke Natsukawa

                     DePartment  ofSurgeo:, Saku CentratHosPital

                              YoshineTi  Agatsuma

                    DePaTtment  ofPediatrt'cs, SaPPoro Cit)/ HosPifal

   Cross-allergenicities between bee venom  and  other  hymenoptera  venorn$  common  inJapan  were  studied  by
IgE-RAST  and  RAST  inhibition techniques,
   The  resuits  were  as  fbilgws:

   
1)

 Distribution of  IgE-RAST  scores  ef  bee  venom  against  wasp  venom  was  independcnt in bee-sting
patients (bee-keepers, P<O.05) and  wasp-stlng  patients <emergency room  visitors,  P<e.Oel), respectively  by
Stuart-Maxwe}1 test, On  the  otheT  hand,  this  distribution "'as  not  independent in patients (foTest oficials>

treated  for both bee and  wasp  stings.

   2) Cross-allergenicities between bee venom  and  YesPinae  (Yesputa le"nls!'z', l'esPa xanthoPtera  and  l'esPa
Puichra? oT  Pogistiuae (IPolistesj'adtt]igae and  Poldstes antennalis)  ssrere  not  detected by RAST  inhibition tcch-
nique.  1'he allergenicity  of  VesPa  xanthoPtera  venom  was  found ro be more  simllar  to that  of  VesPuta  ieu,tSit'
than  to tha{  of  Veslba PulchTa in the  same  genus, Cross-alleTgenicity between  VesPa xantkePtera  and  Poitlstes
antenmalds  was  aiso  found. The  authors  suggest  that  fuTtheT classlficatiDn  ofjapanese  hymenoptera as  to venom

aHergen{cityisneeded.
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